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目的　 奈庭科 揖薯 の前提 としt,   手ど いr--基本 的桂冶 習慣 が迪 立 刎^ む･ 匂 亨れ｡,£，授

業 ＼}ヽ甑立 柵 べ い 基本的 廬渚 習慣形 吹^ 占 勺赦科 挿芽 が可 能iこ%こるわけであ る。近^<^

この宍態a ， 奈鳶科指導･こ多大 の支障 を^ れシレ マさt ヽヽ ? ． そこ で` 參鳶 科 吋t 導りm. 戻

と地 唄の再検 討 のTi め， 子 ども の発皇段階|-~ 鳶 じT'  基 本的 池箔 習慄形 蔵 のレベ ル を調 査 む
う

参庭科 の指 導 内容^ 哨法 を考 える基礎^ 寸i  こ 卵 哺 的t ヽヽあ る。

IT  瓶　 大阪腐 で某一中学農 ／～3 午生^00^, ち その梗 千,りらいl ヽヽ字杖S､ び却 雄 園（ 屏 痕

湊対 象 ）|こ対 レち アy  Y-  ト 調 査 を行 っ鳶。調 者唄 目It ，奈庭科 喋咽I-  か>  り らを池 習

噴 を藍 走 しre もの了 あ る。

まti り　 こども の孝 良 生 沸習慣形 凧･ 町 恵徒 及び児童が寡禽を殆卜參習 の凛礎 的事域J:  し

て不可欠 －毛 のであ る:: とは ＼ヽう までも い ヽことで ら-&,。 中 学生， 小･零生刄び'服児 の象庭

兼 俘習前,ﾌ･能 力 としz  の参良 生治 習慣形 成 は，この調 査 で,ぷ現蓉 の參良 欽肩K  だ･ｱ 割^ を

期/rl t  *  こ と,t 困難 であ らこと が雄潔

まで･ を配慮淳i  い うヽ こ^  |こ咎ろと,    參庭科・ 範困と程ﾉ隻＼湘̂ 引r^  fiヽわって くる。こ れま

で のふ麺秤I*, 前 時代 の奈凍丿象の菓盤・ 上 で戎立 レ てさ 仁も・,であ る.   cr れｶ らヽ の日本・）

奈庭淳･ 町 蚤
ク の

象良 や創走 レ（ ，ヽく^. の で’あろう 昿 參良 生冶r^ 対 す'>-認識 ，価 老観･^

列

哨 習價形 或薗親(7ヽ 実態ｶ らヽ; 子と" もの 発達二段 階･こ応 口だ 参庭科 蹟薯･けi 簒t 方 冰i^ えよ

うと す■I. も ので乃 る。
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目的　 中 学枝我 行･ 奈良科十 お ヽヽ べ「 祁 互畢 り入 柊｡    が実施 で れ-C い る「 男 」-の家良

糸列 乗り入 れにっ い む ま, 屈 域 ・豪 材 の選 走 ，指 導 方法，履修 形熊,咎（ まだ模 索・ヽ 貧階

であ ろ。 そこ（ 大蓼無 下で湧9-  の東り入 れ蔵 域 として最 か多 い食物 領 域 につい て, 男女

生徒・ 学 習反 応ヽ ･ 学習行 動 を襖 討 すろこ い こより,   か凌 の男女 波 学 のあ り 方を検討 するこ

とにしか。

方法　 大限府 で の某中 学枝1 年 生（ 男手/bf  名，女 子lfs 瓶 計36 φん ）則/ 俘2 年４

月ヵヽ ら ク月 ，調 理 爽習 に閑･する意 識調^ 及び授 業分断 を行 っre 。 実習赦 枕 乙しち ダト≒／

－ ヌ，手打 ちう どん ，カレ ー ラノ|ス,を鴛 完対 象とし，学 習形 態 は 牙虻農合 ダ･ﾚｰ ﾌﾟ。冑ヤ

別r> レープ とした。－

まt め　 調 を峠 果p らヽ ，学習前 ■ 学習浪 とも% 習散 材 について の知 識 は女 子が高ヽべ と

がわ ヵヽつれ。 また， 男子ir>々 ト レー スr-対 する関心･  峰 験 ヵぐとく に裁かっ化 。

授業 分斧 の砧 果， 男蚕ｸ 勺レープ ぽ 手打 ち う どん，女 子ｸ勺レープ ＼t々 ド レー%  にっいt  IT)

学 習能 率^ 嫁<  , 滉 合 夕勺レーフ・は全伴的/こ催車力こよく 尽力ヽ つT' 。 男子は とく に 手打 ちうど

Litヽ学習 旧 積極性 がみら（7"K, 合ｸ 勺レーフ・よ0  彩

どの猷 材 卜対 レ マ: も積極 的 も 学習形 態 によるを ぷみら れなかっT~。

中学統 にh-  n  % 調 理 火習 の場剣 男ir の 刀ﾚｰﾌ ・鳩 収,･ヽ い ヽr~ ヵぐ学僧/こ対 する残 像性φ

能申 に影ギ^ 与え いこ･(. ヵ吟 回 の研 乞で雄認 でヽt-   化・t",      学習行 動 に現i<し刎k. 焦 をさら に

追 眼レ, 男子桂徒 の家庭科 学習･･･あ り方S ｸ 考゙ 允てみすこい。


